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L１地震の震源断層モデルの変更



高知県(H16)で設定された以下の震源モデルを用いた

 強震動：高知県モデル(1854年安政南海地震の再現モデル）

 津 波：1854年安政南海地震（M8.4）の相田モデル

L1地震の設定

前回（H24）に用いた地震モデル

出典：高知県：第２次高知県地震対策基礎調査報告書、平成16年3月。高知県：平成24年度高知県地震被害想定調査報告書、平成25年12月

中央防災会議：東南海、南海地震の強震動と津波の高さ（案）、平成15年12月16日。内閣府：南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動に関する報告、平成27年12月 3

中央防災会議(H15)で設定された南海トラフにおける地震の震源モデル

 1707年宝永地震、1854年安政東海地震、1854年安政南海地震、1944年

昭和東南海地震、1946年昭和南海地震の５地震の被害地震の震度分布や

津波高を収集・整理

 これらの地震を重ね合わせた震度分布や津波高を再現した断層モデルの

設定を行った

内閣府(H27)で設定された南海トラフにおける地震の震源モデル

 1707年宝永地震、1854年安政東海地震、1854年安政南海地震、1944年昭和東南海地震、1946

年昭和南海地震の５地震の被害地震の震度分布や津波高の追加資料を収集・整理

 各地震の震度分布の再現性の良い断層モデルの設定を行った

 宝永地震、安政東海・南海地震、昭和東南海・南海地震の津波高の再現性の良い波源モデルを

設定

内閣府(H27)で設定された最新の安政東海地震、安政南海地震の震源モデル

今回、L1地震として用いたい地震モデル



津波の波源モデルと地殻変動量

 内閣府(2015)による南海トラフ沿いの1854年安政東海地震、1854年安政南海地震の再現モデル
 安政南海・東海地震の連動モデル及び安政南海地震の単独モデルによる、地震動や津波の計算を行い、最

終的にモデルを決定

L１地震に用いる震源断層モデル

震源断層モデル

出典）内閣府：南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動に関する報告、平成27年12月
内閣府：南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対策検討ガイドライン

半割れケース、一部割れケースの評価基準について、令和3年5月

強震動生成域の位置

4

震源断層パラメータ

強震断層モデルの強震動生成域の位置と断層パラメータ

安政南海地震の波源モデル

内閣府(R3)

内閣府(H27)

内閣府(H27)

安政南海地震
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Ｌ２地震の時間差発生ケース



南海トラフ巨大地震の時間差発生ケース

南海トラフ巨大地震の時間差発生ケース

 中央防災会議では、南海トラフ巨大地震に対する震度及び津波を検討し、被害想定を
行ってきた。

 令和7年3月の報告では、最大クラスの震源域がおおむね半分が別々に破壊した場合の
震度及び津波を想定し、一部被害予測を行った上で、被害の様相をまとめている。

先発地震の被害を考慮し、後発地震が発生した場合の計算条件

6

 対象地震：西側半割れ→東側半割れ、東側半割れ→西側半割れの２震源（陸側）
 前提条件：冬夕・風速８m/sの１ケース
 予測項目：建物の揺れによる被害

・揺れによる全壊棟数
・【防災対策による効果】先発地震の数年後に後発地震が発生（100%耐震化）
人的被害
・津波による死者数（事前避難しない）
・【防災対策による効果】南海トラフ地震臨時情報の活用により、浸水深30cm

到達時間30分以内の地域の住民が全員事前避難
 津波避難開始時間：先発地震が早期避難低

後発地震が早期避難率高＋呼びかけ の２ケース

出典）内閣府：南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会 地震モデル 報告書、令和7年3月31日
中央防災会議防災対策実行会議：南海トラフ巨大地震 時間差をおいて発生する地震の被害想定について 【定量的な被害量】、令和7年3月



半割れケースで想定される地震動・津波の状況

南海トラフ巨大地震の時間差発生ケースの例

出典）内閣府：南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン【第1版】、令和3年5月
中央防災会議防災対策実行会議：南海トラフ巨大地震 時間差をおいて発生する地震の被害想定について 【定量的な被害量】、令和7年3月 7

半割れケースのイメージ

内閣府(R3)

内閣府(R3)

先発西割れ
後発東割れ 1)

先発東割れ
後発西割れ 1)

全壊棟数（揺れ） 約157,000棟 約157,000棟

死者数（津波） 約24,000人 約7,900人

※ 1)   陸側ケース、冬・深夜、風速8m/s、
先発早期避難率低+後発早期避難率高＋呼びかけ

内閣府による定量的被害の試算結果例

中央防災会議(R7)
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「高知県モデル」

 発生頻度の高い一定程度の地震として、前回調査で想定した「高知県モデル(1854年

安政南海地震を再現するモデルとして、前々回調査で作成されたモデル)」を用いた。

高知県(2012)で用いた地震動予測に用いる震源断層モデル

L1地震（発生頻度の高い地震）

出典：平成24年度高知県地震被害想定調査報告書

アスペリティⅠモデル アスペリティⅡモデル

※1854年安政南海地震を再現するモデルとして、前々回調査で作成されたモデル

9
A) アスペリティモデル：断層破壊面上の領域で、大きなすべりを伴った領域を示した断層のモデル
B) 工学的基盤：建築や土木などの工学分野で、構造物を設計する際に地震動の設定の基礎となる地盤
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相田モデル（1854年安政南海地震（M8.4））

 1854年安政南海地震（M8.4）の相田モデルを津波断層モデルとして、前々回及び

前回の被害想定で採用

高知県(2012)で用いた津波シミュレーションに用いる断層モデル

10

L1津波

出典：平成24年度高知県地震被害想定調査報告書

津波波源モデル配置

断層パラメータ

地殻変動の陸域隆起については、L２と同様な条件とした。
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 南海トラフで発生した過去地震の再現計算を行い、震源断層パラメータを設定した。
 1707年宝永地震、1854年安政東海地震、1854年安政南海地震、1944年昭和東南海地震、1946

年昭和南海地震の５地震を対象とし、これらの震度分布を重ねて再現できる東海、東南海、南
海地震の震源断層モデルを設定し、東南海、南海地震、東南海地震、南海地震の部分を切り
取ってそれぞれの震源パラメータを設定している。

 工学的基盤までは統計的グリーン関数法による波形計算を行い、非線形計算手法を用いて地表
の震度を求め、経験的手法の結果も加味して最終の震度分布としている。

中央防災会議(2003)による東南海、南海地震の震源断層モデル

過去地震の強震断層モデル

11出典）中央防災会議：東南海、南海地震等に関する専門調査会（第16回） 東南海、南海地震の強震動と津波の高さ（案）、平成16年12月16日

東海、東南海、南海地震 東南海、南海地震 東南海地震 南海地震
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 南海トラフで発生した過去地震の再現計算を行い、
波源モデルを設定した。

 1707年宝永地震、1854年安政東海地震、1854年
安政南海地震、1944年昭和東南海地震、1946年
昭和南海地震の５地震の津波高を重ね、これを説
明できる東海、東南海、南海地震の波源モデルを
設定し、各地震の波源モデルを設定している。

中央防災会議(2003)による東南海、南海地震の波源モデル

過去地震の津波波源モデル

12出典）中央防災会議：東南海、南海地震等に関する専門調査会（第16回） 東南海、南海地震の強震動と津波の高さ（案）、平成16年12月16日

東海、東南海、南海地震 東南海、南海地震

東南海地震 南海地震

想定する５地震の波源モデル

東海、東南海、南海地震

東海、東南海地震

南海地震

東南海地震

東南海、南海地震
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南海トラフ巨大地震の長周期地震動による再現計算

 南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動を評価するために、南海トラフで発
生した過去地震の再現計算を行った。

 1707年宝永地震、1854年安政東海地震、1854年安政南海地震、1944年昭和東南海
地震、1946年昭和南海地震の５地震を対象とした。

内閣府(2015)による長周期地震動の検討に用いた震源断層モデル

過去地震の強震断層モデル

出典）内閣府：南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動に関する報告、平成27年12月

1854年安政南海地震の再現 1854年安政東海地震の再現

13

1946年昭和南海地震の再現
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南海トラフ沿いの過去地震の強震動生成域の位置と断層パラメータ

 南海トラフ沿いの1707年宝永地震、1854年安政東海地震、1854年安政南海地震、
1944年昭和東南海地震、1946年昭和南海地震の５地震について、統計的グリーン関
数法で震度分布を再現する強震動生成域を設定した。このときの震源断層パラメー
タを以下に示す。

内閣府(2015)による長周期地震動の検討に用いた震源断層モデル

震源断層モデル

出典）内閣府：南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動に関する報告、平成27年12月

強震動生成域の位置

14

震源断層パラメータ
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各津波断層モデルのすべり量分布

 南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地震動を評価するために、南海トラフで発
生した過去地震の再現計算を行う際に、津波の再現計算も併せて行った。

 1707年宝永地震、安政東海地震・南海地震、昭和東南海・南海地震を対象とした。
（※安政、昭和の地震は2つの領域を同一として波源モデルを設定）

 津波計算に必要なパラメータは内閣府に依頼が必要。

内閣府(2015)による津波シミュレーションに用いる断層モデル

15

過去地震の津波波源モデル

出典）内閣府：南海トラフ沿いの過去地震の強震断層モデル及び津波断層モデル、平成27年

津波高と津波痕跡データ及び
実測地殻変動データとの比較津波断層モデル

安政東海・南海地震

巻末資料


